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4 月 7 日に７都道府県に緊急事態宣言が出されてから 5 ヶ月の間にコロナの状況も変化

し、保育園も 3 段階の変化を経て今の状況があるように思います。突然、自粛要請が出され

た当初は、「子どもを感染からできるだけ守り、なお且つ保育の必要がある保護者を受け入

れ、同時に職員も守る」という方向で進むしかありませんでした。どんなに注意しても通勤

している保護者と職員がいる以上、感染の可能性があることを保護者に伝え、理解を得つつ

保育を続けました。自治体からはコロナ関連の補助金の支給と保護者への登園自粛要請は

出ても、保育者への支援は一切ありませんでした。感染防止対策をとりながら保育を行うた

め、職員は常に緊張状態に置かれます。保護者の協力もあり、9 割近い家庭が登園自粛をし

てくれました。登園児数に合わせて職員体制を取り、在勤時間を 6 時間とし、それ以外の職

員は在宅勤務としました。4 月の半ばまではともかくこの事態に向き合い、情報を得ながら

必死に保育をしていました。4 月も半ばを過ぎますと、自粛をしている子どものことが気に

なり始めました。家でどう過ごしているのか、保護者のみなさんはどうしているのか、困っ

ていないだろうかなど、職員からも声が上がりました。そこから毎日、オンラインで子ども

と保護者に向けて、今日の園の様子や遊びの提案、保護者向けの子育て情報などを送り続け

ました。6 月になると 8 割以上の子どもが登園し始め、やっと通常の 4 月当初のような雰囲

気となり、新入園時と在園児の交流が始まりました。7 月以降のコロナ感染者の増加状況か

ら、保育園では「もし PCR 検査を受ける人が出た場合、陽性者が出た場合の対応」を想定

して、保護者も理解をいただきながら保育をしています。コロナ感染を危惧していろいろな

行事を中止または延期することを続けるのではなく、子ども達が園で育つ機会を保障して

いくためにどう保育を工夫するかを考えていくことが大事だと思っています。 

コロナの状況は ICT 化が一番遅れて入ると言われている保育界を大きく変化させたよう

です。対面でなくてはできない保育以外のことでは保育園でもリモートで行えることがあ

ると認識できたことです。保育を行うために必要な仕事では、リモートでも可能なもの、細

かいやり取りの必要な会議や研修などは対面で行う必要があるものと、場合によって区別

することで仕事を省力化できます。 

保育園では保育者の勤務時間以上に長時間、園にいる子どももいます。幼稚園のように子

どもの帰った時間を翌日の保育準備に使えません。常に子どもの保育を行いながら保育の

準備や保育の記録等の事務仕事もこなします。コロナ下で少人数になり、「こんなにゆった

り保育できれば、一人ひとりの子どもに向き合える」という声があちこちから聞かれました。

東京大学発達保育実践政策学センター（CeDep）が行った「保育・幼児教育施設における新

型コロナウイルス感染症に関わる対応や影響に関する調査」（2020.6.10）でも 954 名の回答



者の約 3 割が、「保育内容の在り方」「子ども観・保育観の在り方」に変化があったと回答し

ています。保育においては、「子ども一人ひとりを大切にする」「子どもに丁寧に向き合う」

ことが人を育てる上で大前提であるはずですが、現状ではかなりの園がその余裕さえない

まま、日々の保育に追われているのだということが、今回のコロナ状況下において浮き彫り

になり、そのことのおかしさに保育者自身が気づく機会になったように思います。 

 

※本文は、ニューズレター第 52 号に掲載した汐見和恵氏のエッセイの全文です。 


